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り
が
実
質
的
に
前
進
を
始
め
た

年
と
な
り
ま
し
た
。

■
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

　

本
市
で
は
、
合
併
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
行
財
政
改

革
を
積
極
的
に
行
い
、
人
件
費
・

物
件
費
の
両
面
で
の
削
減
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
予
算
の
経
常
的
経

費
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比

13
・
２
㌫
減
（
３
億
８
５
２
９
万

円
減
）、
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
対
前
年
度
比
３
・
２
㌫
減

（
３
億
３
７
６
３
万
円
減
）
の
削

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
最
小
限
の
人
員
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
組
織
・
機
構
へ
の
見
直
し
や
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
効
率

的
・
効
果
的
な
事
務
事
業
の
民
間

委
託
へ
の
移
行
、
電
子
自
治
体
化

の
推
進
な
ど
に
よ
る
職
員
数
の
適

正
化
に
向
け
た
「
鳥
取
市
定
員
適

正
化
計
画
」
を
今
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
特
例
市
へ
の
移
行

　

本
市
は
、
山
陰
で
初
の
特
例
市

と
な
り
、環
境
、都
市
計
画
・
建
設
、

産
業
経
済
の
分
野
で
、
26
法
令

３
７
８
項
目
の
事
務
が
県
か
ら
権

限
委
譲
さ
れ
、
よ
り
専
門
性
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
ま
ち

づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
や
す
ら
ぎ
と
、

あ
じ
わ
い
と
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち（
拠
点
形
成
）を
目
指
す「
鳥

取
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
で
は
、
こ
の
計
画
に
沿
っ
た

事
業
の
展
開
な
ど
を
よ
り
円
滑
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
情
報
化
と
都
市
交
流
の
推
進

　

合
併
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債

に
よ
る
有
利
な
財
源
を
活
用
し
事

業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
今
年
８
月
、
新
市
域
全
体

を
網
羅
す
る
Cケー
ブ
ル
テ
レ
ビ

A
T
V
網
の
整

備
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
新
市
の
一
体
感
の

醸
成
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
情
報
格
差
が
解
消
さ

れ
、
本
市
の
情
報
化
は
格
段
に
進

展
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
情
報

通
信
基
盤
を
活
用
し
た
電
子
申
請

な
ど
、
電
子
自
治
体
化
に
よ
る
福

祉
・
医
療
・
教
育
・
防
災
な
ど
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
事
務
事

業
の
簡
素
化
を
推
進
し
、
情
報
化

先
進
都
市
の
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
都
市
交
流
で
は
、
昨
年

11
月
に
、
鳥
取
藩
士
の
安あ
さ
か積
開
拓

で
鳥
取
と
ゆ
か
り
の
あ
る
福
島

県
郡
山
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
、
新
た
な
交
流
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
目
の
前
に
控
え

た
高
速
交
通
網
の
整
備
に
合
わ

せ
、
姫
路
・
岡
山
と
の
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
連
携
な
ど
国
内
の
交
流
を

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
北
東

ア
ジ
ア
の
環
日
本
海
地
域
と
の
連

携
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

鳥取市の発展は協働の精神で鳥取市の発展は協働の精神で 合
併
に
よ
る
効
果
が

現
れ
て
い
ま
す

地域の特性にも配慮した取り組みに期待地域の特性にも配慮した取り組みに期待

　合併により、各種行政サー
ビスの利用施設やイベント参
加などの範囲が広がり、各地
域の資産や事業を有効に利用
できることは良いことだと思
います。また、私たちの地域に
は無かった制度が受けられる
ようになるなど、生活圏域に広
がりが増しうれしく感じます。
　しかしその反面、これまで
役場が近かったことで、受け
ることができていたサービス
がほかの地域に行かなければ
ならない場合があり、交通の
便が整っていない地域などは
特に不便さを感じます。また、

㈶とっとり政策総合研究センター理事長 / 元 鳥取市合併協議会委員

尾 崎 洋 子さん　/おさき ようこ

道 上 正 さん　/みちうえ まさのり

青谷地域審議会委員

総合支所で判断できないこと
について、返事が後日になる
など、短時間に事を済ますこ
とができないこともあります。
　このような地域の現状につ
いて配慮した地域運営が行わ
れるよう、今後の取り組みに
期待します。
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　鳥取市は、1市 8町村が合
併し、20万都市になりました。
その結果、観光、文化、各種
産業などの資源が増え、イン
パクトのある都市としての魅
力や能力を兼ね備えています。
このような資源を官民挙げて
知恵を出し合いながら、活か
していかねければなりません。
　そのためには、各地域が元気
になって、活力に溢れる地域づ
くりをすることが今後重要に
なってきます。また、限られた
財源の効率的な配分と市職員
の資質向上も欠かせません。
　平成21年には、待望の高速
道路・鳥取自動車道の開通が予

定されています。高速交通網を
活かして、早い段階から全国に
情報発信していくことができて
こそ、本当の意味での大鳥取市
になると思います。条件はそろ
いました。鳥取市が大発展を
とげるのはみなさんの力の結集
が決め手となりますので、みな
で協働して頑張りましょう。


